
 

＜文学部人文学科のディプロマポリシー＞ 

人文学科は、文学・歴史・思想・文化の各学問分野におけるアカデミックな教育を通じ

て人間そのもののあり方を考えるための普遍的な真理を探究し、「今」という時代に生きる

自分を的確に見つめ、社会で活躍していくための力を育むことを目的としています。その

目的を達成すべくカリキュラムを構成しているので、学生は、一つの専攻に所属しながら

も、これらの分野を横断的に学ぶことが推奨されます。所定の単位を修得し、かつ以下の

ような資質を備えた学生に対して卒業を認定し、学士（文学）の学位を授与します。 

 

１．知識・理解 

①多文化・異文化の共生する社会を理解し、人文学的教養として人類の営為に関する幅

広い知識を身につけている。 

②人文学の各専門分野における基本的な知識を体系的に理解している。 

 

２．汎用的技能 

③文学・歴史・思想・文化等に関わる文献資料やデータを収集・読解・分析し、自分の

知見を表現し、議論する能力を身につけている。 

④取り組むべき課題を発見して考察する能力を身につけ、社会の諸問題についても対応

することができる。 

 

３．態度・志向性 

⑤文学・歴史・思想・文化に対する探究心を持って真摯に取り組み、立場の異なる相手

とも意見交換のできる社会的対話力を身につけている。 

⑥「同朋和敬」の精神にもとづき、さまざまな個を尊重した人間存在のあり方を考え、

豊かな社会の実現のために積極的に行動できる。 

 

４．総合的な学修経験と創造的思考力 

⑦人文学を通して獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自ら立てた課題に対

して創造的な解決を図ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 


